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広
報
委
員
長

齋
藤

温
規

み
な
さ
ん
は
「
挨
拶
し
ろ
」
っ

て
よ
く
言
わ
れ
ま
す
か
？
そ
れ

と
も
、
「
い
つ
も
い
い
挨
拶
し

て
く
れ
て
嬉
し
い
」
っ
て
い
わ

れ
ま
す
か
？
挨
拶
と
は
、
当
た

り
前
に
み
ん
な
が
す
る
も
の
で

す
が
、
実
際
に
何
の
た
め
に
す

る
か
、
よ
く
分
か
っ
て
い
な
い

人
が
ほ
と
ん
ど
で
は
あ
り
ま
せ

ん
か
？
そ
こ
で
、
挨
拶
の
意
味

と
意
外
な
効
果
に
つ
い
て
お
話

し
ま
す
。

結
論
は
、
「
挨
拶
の
意
味
は
、

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
る

た
め
の
準
備
」
と
思
い
ま
す
。

相
手
が
こ
ち
ら
を
見
て
く
れ
な

け
れ
ば
、
会
話
は
始
ま
り
ま
せ

ん
。
つ
ま
り
、
相
手
に
「
こ
っ

ち
見
て
」
と
い
う
意
味
が
あ
る

の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

心
理
学
的
に
は
「
存
在
承
認
」

と
い
う
そ
う
で
、
「
お
は
よ
う
」

＝
「
あ
な
た
を
認
め
る
よ
」
と

い
う
意
味
だ
そ
う
で
す
。

実
は
、
挨
拶
の
他
に
も
、
驚

く
効
果
が
あ
る
こ
と
を
ご
存
じ

で
す
か
？
そ
れ
は
「
防
犯
」
で

す
。
警
察
庁
「
住
ま
い
る
防
犯

110
番
」
に
よ
る
と
「
声
を
か
け

ら
れ
た
」
こ
と
で
犯
行
を
諦
め

た
人
が
全
体
（
複
数
回
答
）
の

63
％
に
の
ぼ
り
ま
し
た
。
つ
ま

り
、
挨
拶
を
す
れ
ば
、
犯
罪
に

遭
う
確
率
が
下
が
る
と
い
う
こ

と
で
す
。

と
い
う
こ
と
で
、
自
分
の
身

を
守
る
た
め
に
も
、
挨
拶
し
ま

し
ょ
う
。

５
月
29
日
（
月
）
～
６
月
１

日
（
木
）
の
４
日
間
、
２
学
年

生
徒
対
象
に
就
業
体
験
活
動
が

行
わ
れ
た
。
地
元
の
企
業
様
に

ご
協
力
い
た
だ
い
た
。
生
徒
た

ち
は
普
段
か
ら
ア
ル
バ
イ
ト
を

し
て
い
る
者
が
多
く
、
働
く
こ

と
に
慣
れ
て
い
る
が
、
就
業
体

験
で
は
、
飲
食
店
を
は
じ
め
、

製
造
業
や
整
備
士
、
保
育
士
と

い
っ
た
幅
広
い
職
種
の
中
か
ら

選
び
、
将
来
の
進
路
決
定
に
向

け
て
大
き
な
影
響
を
与
え
た
に

違
い
な
い
。
誰
か
が
働
く
か
ら

今
の
生
活
が
あ
る
。
働
く
意
味

を
考
え
る
、
そ
の
よ
う
な
機
会

に
な
っ
た
と
思
う
。

龍
野
北
高
校
新
聞

～
地
域
と
の
共
生
を
図
り
、
明
る
く
活
力
の
あ
る
学
校
～

ま
ち
を
支
え
る
人
づ
く
り

ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
へ
の
道

定
時
制
課
程

５
日
（
土
）

龍
北
工
房

５
日
（
土
）
～
６
日
（
日
）

野
球
部

近
畿
大
会

８
日
（
火
）
～
10
日
（
木
）

卓
球
部

全
国
大
会

10
日
（
木
）
～
13
日
（
日
）

陸
上
競
技
部

全
国
大
会

22
日
（
火
）

龍
北
工
房

26
日
（
土
）

龍
北
工
房

全

日

制

課

程

８
月
の
行
事
予
定

１
日
（
火
）
兵
庫
県
高
等
学
校
福
祉
教
育
フ
ェ
ア

2023
（
Ｗ
）

１
日
（
火
）
～
２
日
（
水
）
第
１
回
オ
ー
プ
ン
ハ
イ
ス
ク
ー
ル

14
日
（
月
）
～
15
日
（
火
）
学
校
閉
庁
日

19
日
（
土
）
青
少
年
の
た
め
の
科
学
の
祭
典
（
Ｃ
）

20
日
（
日
）
青
少
年
の
た
め
の
科
学
の
祭
典
（
Ｃ
）

21
日
（
月
）
～
25
日
（
金
）
後
期
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ

21
日
（
月
）
～
25
日
（
金
）
夏
季
講
習

23
日
（
水
）
高
校
生
も
の
づ
く
り
コ
ン
テ
ス
ト
（
測
量
部
門
）

24
日
（
木
）
模
試
（
専
２
）

26
日
（
土
）
コ
ン
ク
リ
ー
ト
カ
ヌ
ー
競
技
大
会
（
Ｃ
）

28
日
（
月
）
実
力
診
断
テ
ス
ト
（
３
年
進
学
希
望
者
）

看
護
・
医
療
模
試

後
期
実
習
開
始
（
専
）

29
日
（
火
）
校
運
メ
ン
バ
ー
に
よ
る
模
擬
面
接
（
Ａ
Ｍ
）

※
変
更
等
は
Ｈ
Ｐ
・
は
な
ま
る
連
絡
帳
等
で
随
時
連
絡
し
ま
す
。

８
月
の
行
事
予
定

６
月
16
日
（
金
）
本
校
ア
セ

ン
ブ
リ
ホ
ー
ル
に
て
令
和
５
年

度
校
内
生
活
体
験
発
表
会
が
行

わ
れ
た
。
各
学
年
か
ら
計
６
名

の
代
表
者
が
出
そ
ろ
っ
た
。
全

校
生
徒
や
保
護
者
の
前
で
、
自

身
の
体
験
談
や
想
い
を
発
表
し

た
。
最
優
秀
賞
に
は
２
年
生
の

前
川
風
河
さ
ん
、
優
秀
賞
に
は

２
年
生
の
長
谷
川
弘
さ
ん
、
敢

闘
賞
に
は
３
年
生
の
野
﨑
舞
さ

ん
が
選
ば
れ
た
。
最
優
秀
賞
と

優
秀
賞
の
２
名
は
学
校
代
表
と

し
て
９
月
10
日
（
日
）
に
姫
路

市
立
図
書
館
網
干
分
館
ホ
ー
ル

で
13
時
か
ら
行
わ
れ
る
令
和
５

年
度
第
73
回
西
播
磨
但
馬
地
区

高
等
学
校
定
時
制
通
信
制
生
徒

生
活
体
験
発
表
大
会
に
参
加
す

る
。
今
回
の
発
表
で
得
た
自
信

を
胸
に
堂
々
と
頑
張
っ
て
も
ら

い
た
い
。

７
月
11
日
（
火
）
、
今
年
度

初
め
て
の
「
赤
ち
ゃ
ん
先
生
」

が
開
催
さ
れ
、
５
組
の
赤
ち
ゃ

ん
と
そ
の
お
母
さ
ん
が
来
て
く

れ
ま
し
た
。
入
場
時
に
は
「
か

わ
い
い
」
と
声
が
上
が
り
、
み

ん
な
を
自
然
と
笑
顔
に
し
て
く

れ
た
。

今
回
の
テ
ー
マ
は
「
赤
ち
ゃ

ん
の
１
日
の
生
活
リ
ズ
ム
と
そ

れ
に
合
わ
せ
た
お
世
話
（
育
児
）
」

の
話
だ
。
実
際
に
赤
ち
ゃ
ん
の

お
世
話
を
し
て
い
る
お
母
さ
ん

達
の
声
を
聴
き
、
赤
ち
ゃ
ん
の

１
日
の
生
活
リ
ズ
ム
や
育
児
等

を
知
る
こ
と
が
で
き
た
。
赤
ち
ゃ

ん
先
生
を
膝
の
上
に
抱
か
せ
て

も
ら
っ
た
り
、
一
緒
に
手
遊
び

を
し
た
り
と
普
段
な
か
な
か
触

れ
合
う
こ
と
が
で
き
な
い
赤
ち
ゃ

ん
と
楽
し
く
過
ご
す
こ
と
が
で

き
た
。

次
回
は
12
月
に
開
催
さ
れ
る
。

成
長
し
た
赤
ち
ゃ
ん
の
姿
を
見

る
の
が
楽
し
み
だ
。

「
感
想
（
一
部
抜
粋
）
」

母
親
と
赤
ち
ゃ
ん
と
の
触
れ

合
い
を
増
や
し
て
い
く
こ
と
で
、

愛
着
形
成
が
促
進
さ
れ
る
と
気

付
い
た
。

大
変
な
育
児
を
経
て
、
こ
こ

ま
で
大
き
く
し
て
く
れ
た
自
分

の
母
親
に
感
謝
を
伝
え
な
い
と

い
け
な
い
と
思
っ
た
。

６
月
23
日
（
金
）
、
環
境
建

設
工
学
科
３
年
生
を
対
象
と
し

た
「
建
設
系
企
業
魅
力
出
前
講

座
」
を
開
講
し
た
。

こ
の
講
座
は
生
徒
た
ち
に
建

設
業
の
魅
力
や
企
業
の
取
り
組

み
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
さ
せ

る
こ
と
、
ま
た
業
界
で
活
躍
し

て
い
るO

B

・O
G

に
現
在
勤
め
て

い
る
企
業
・
業
界
・
自
身
の
仕

事
内
容
な
ど
に
つ
い
て
話
を
伺

う
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。

今
回
は
地
元
で
活
躍
さ
れ
て

い
る
企
業
８
社
、
約
30
名
の
方
々

に
来
て
い
た
だ
き
、
一
企
業
に

対
し
て
一
教
室
を
使
用
し
て
お

話
を
し
て
い
た
だ
い
た
。
資
料

や
映
像
を
使
っ
た
対
話
型
の
形

式
と
し
、
生
徒
た
ち
は
一
企
業

25
分
間
の
話
を
３
社
聞
く
流
れ
。

こ
の
よ
う
な
取
り
組
み
は
建
設

系
学
科
を
有
す
る
県
内
の
工
業

高
校
に
お
い
て
、
初
め
て
の
試

み
と
な
る
。
構
想
か
ら
実
施
ま

で
約
一
年
間
か
か
っ
た
が
、
企

業
の
皆
様
の
ご
協
力
に
よ
り
無

事
開
講
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

教
員
で
は
説
明
で
き
な
い
建
設

業
の
深
い
領
域
を
、
企
業
の
皆

さ
ん
や
先
輩
た
ち
が
丁
寧
に
説

明
し
て
く
だ
さ
っ
た
。

参
加
し
た
生
徒
た
ち
か
ら

「
す
ご
く
良
い
話
を
聞
く
こ
と

が
で
き
ま
し
た
」
「
進
路
に
つ

い
て
改
め
て
考
え
た
い
と
思
い

ま
す
」
「
建
設
業
の
イ
メ
ー
ジ

が
変
わ
り
ま
し
た
」
な
ど
の
声

を
聞
く
こ
と
が
で
き
、
と
て
も

良
い
講
座
に
な
っ
た
。

来
年
度
は
２
年
生
も
参
加
で

き
る
出
前
講
座
を
開
講
し
た
い

と
考
え
て
い
る
。
本
校
の
ス
ロ
ー

ガ
ン
で
あ
る
「
ま
ち
を
支
え
る

人
づ
く
り
～
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト

へ
の
道
」
を
掲
げ
、
建
設
業
界

で
活
躍
す
る
生
徒
を
育
て
て
い

き
た
い
。


